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映像制作の効率化・高付加価値
化を目的に、メディア探索技術
とコンテンツ管理システムとを
統合したコンテンツコラボレー
ションシステムを実現しました。
メディア探索技術に基づく編集
映像の使用素材の解析により、
編集工程やコンテンツ管理を効
率化します。

離れたロケから複数の手段でコ
ンテンツにアクセスする際、編
集情報は共有出来ません。本シ
ステムにより、使用された素
材・部分を1フレームのずれも
なく探索し、コンテンツ管理と
統合することで、離れたロケ間
でも効率的に編集結果の表示・
共有・修正が可能となります。

編集工程の効率化のみならず、
アーカイブの管理を含めた、映
像制作前後の全工程での効率化
を実現します。また、類似
ショットのリスティングなどに
より、コンテンツ自体の付加価
値化・多様化も実現し、視聴者
の満足度も向上させます。
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システムの概要

• コンテンツ管理システムとメディア探索
を統合したコラボレーションシステム

• 映像制作の工程を効率化及び
高付加価値化

映像制作のデジタル化

使用素材のファイル名及び正確な使用箇所の時間情報の探索

DB

• 全コンテンツ・工程をオンラインで管理
• 離れたロケーション間で共同作業

撮影素材及び編集映像をリモートから
異なるアクセス環境で共有・確認・指示

FP：Fingerprintの略
映像・音声等から抽出された情報

映像及び探索結果の
共有・確認・指示

ユーザ（監督・製作）

編集映像に編集結果をメタデータ
として自動付与する必要有り

• 登録作業は完全自動化

• 何度も撮影し直した極めて類似した撮影素材から、使用素材や
使用箇所（ショット）を特定

• Fade等の特殊効果や画質調整、キャプションの挿入等があっても、
1フレームの誤差もない同期した開始・終了時間を検出


